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１．これまでの取組（周知・啓蒙等）

・2018年に行われた理事会での承認を経て、通常総会において
議案書に行動計画案を提示。全会一致で承認された。

・2019年3月に開催した通常総会にて、会員企業への周知・浸透
を図り、今後独自の自主行動計画の策定を啓蒙。
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２．令和元年度フォローアップ調査結果（概要）
・調査期間：令和元年10月2日～11月30日
・調査企業：全国スーパーマーケット協会

正会員 300社対象
・回答企業：17社（前年度45社）
・回答率 ：5.7％（前年度15.0％）

・概観：
 単価の決定・改定にあたっては、双方で協議を重ね、各要因
を反映する姿勢がみられる。

 今後の課題として、双方が納得できる根拠のとり方と担当者
の知識向上をあげる声が多い

 ほぼすべての企業が、下請け代金を現金で支払っている
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設問18 2019年度（上期）に適用する単価の決定・改定にあたり、十分な協議の結果を踏
まえ、双方合意の結果を反映できたと考える項目をお答えください。

・昨年度と同様に、全ての項目について「概ね反映できた」と回答した企業が多かったが、
昨年度と比べ割合は低くなった。

・一方で、「一部反映できた」や「反映できなかった」と回答した企業の割合は、高く
なった。

発注側
2019年度（15社） 2018年度（42社）

概ね反映
できた

一部反映
できた

反映でき
なかった

概ね反映
できた

一部反映
できた

反映でき
なかった

①原価低減活動の効果 8社(53％) 2社(13%) 3社(20%)

②労務費の変動 7社(47％) 3社(20%) 4社(27%) 27社(64%) 3社(7%) 6社(14%)

③原材料価格の変動 8社(57％) 5社(36%) 1社(7%) 26社(62%) 9社(21%) 1社(2%)

④エネルギー価格の変動 7社(47％) 5社(33%) 2社(13%) 20社(48%) 7社(17%) 4社(10%)

３．令和元年度フォローアップ調査結果と分析
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＜狭義＞
設問20 取引対価の決定にあたって、より円滑な協議を行うための課題をお答えください。

・昨年度と比べ、「ルールやマニュアルの浸透、運用の徹底」を課題と考える企業は
減少したが、「自社の調達担当者等の知識の向上」を課題と考える企業が増加した。

・また、昨年度と同様に、「双方が納得できる根拠のとり方」を課題と考える企業は
多かった。

３．令和元年度フォローアップ調査結果と分析

2019年度
（16社）

2018年度
（15社）

実効的なルールやマニュアルの策定、明確化 7社 6社

ルールやマニュアルの浸透、運用の徹底 5社 10社

受注側企業の理解 6社 5社

貴社の調達担当者等の知識の向上 12社 6社

受注側企業の営業担当者の交渉力や説明能力の向上 4社

双方が納得できる根拠のとり方 12社 10社

第三者的な調整の仕組み 2社 0社

協議記録の保存 3社 5社

※ 回答企業は両年度「発注者側の立場」
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設問26 下請代金を手形等で支払っている（支払われている）割合はどれくらいですか。

・昨年度はすべての企業が「すべて現金払い」であったが、今年度「すべて手形払い」
と回答した企業が1社あった。

設問28 下請代金を手形等で支払っている場合、手形等のサイトはどれくらいですか。

・「すべて手形払い」と回答した１社について、サイトは60日以内と回答。

３．令和元年度フォローアップ調査結果と分析

設問26 2019年度
（16社）

2018年度
（18社）

全て現金払い 15社 18社

10％未満 0社 0社

10～30％未満 0社 0社

全て手形払い 1社 0社

※ 回答企業は両年度「発注者側の立場」
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４．今後の取組

【ホームページ】 【各種イベントやセミナー】

・協会ホームページへ掲載し、会員企業へ自主行動計画の趣旨や
取組について、周知・浸透を図る。

・各種イベント等において、本協会の取組として自主行動計画を
紹介し、会員企業への認知徹底を図る。

・適正取引に係るセミナー等を開催し、各社の調達担当者の知識
向上を促進する。

・引き続き、会員企業に独自の自主行動計画策定を啓蒙していく。
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